
慢性的な痛みを有する疾患や運動器不安定症は、われわれが携わる医療やス
ポーツの現場において、最も多く遭遇するものです。近年これらの治療に、
全⾝の姿勢制御機構を考慮したアプローチが特に有効であることが分かっ
てきています。これまでの「形態を⾒て、形態を変える」治療⼿法を⾒直し、
全⾝の「機能を診て、機能を改善する」⼿法、すなわち「姿勢制御アプロー
チ」による新しい治療の確⽴と効果の⽴証が期待される時代に、今まさに⼊
ったといえます。 
今回は PartⅠに引き続き、「体幹-四肢のバイオメカと⼼と体の関係」に焦点
を絞った「姿勢制御アプローチ」をテーマに、学術・実践の第⼀⼈者の先⽣
⽅を講師としてお招きしました。これまでの常識を打ち破り、明確な効果を
得られる治療⼿法をご紹介いただきます。  
参加した⽅々が新しい知識を習得され、意識の向上と医療の質を⾼めること
を⽬的としています。この機会にぜひご参加ください。 

主 催 
⼼と体のリハビリテーション研究会

http://www.koko-kara.info/

■ 日 程 ・ 会 場 ・ 司 会

2010 年 19 ⽉ 26 ⽇（⽇） 京都会場（京都テルサ）   司会：⼩林 寛和 ⽇本福祉⼤学 健康科学部 教授  
2010 年 10 ⽉ 24 ⽇（⽇） 東京会場（よみうりホール） 司会：寺沢 宏次 信州⼤学 医学部 ⼤学院 教授  
2010 年 11 ⽉ 28 ⽇（⽇） 福岡会場（福岡国際会議場） 司会：中⼭ 彰⼀ 福岡リハビリテーション専⾨学校 学校⻑ 

■ プログラム プログラムは都合により変更する場合があります     

時  間 内  容 講  師 
09:15 － 10:00 受  付 
09:50 － 10:00 司 会 挨 拶 

10:00 － 12:00 
講演 1 Spine Dynamics 理論 PartⅠ 

〜 全ての慢性疼痛疾患の治療対象は 
「慢性疼痛を許している⾝体物理的環境」である〜

脇元 幸⼀ 

12:00 － 13:00 昼 ⾷ 休 憩
13:00 － 15:00 講演 2  ⾝体姿勢制御 福井  勉 
15:15 － 17:20 講演 3  ⼼とカラダの動きをいかに促すか ⼭⼝ 光國 

福井 勉

Tsutomu FUKUI 

文京学院大学

保健医療技術学部教授

山口 光國

Mitsukuni YAMAGUCHI 

フィジストレーナー

代表取締役

脇元 幸一

Koichi WAKIMOTO 

清泉クリニック整形外科

スポーツ医学センター施設長

■ 身体姿勢制御 ■ 心とカラダの動きをいかに促すか ■ Spine Dynamics 理論 PartⅠ 

2010

9.26〔⽇〕京都 京都テルサ

10.24〔⽇〕東京 よみうりホール

11.28〔⽇〕福岡 福岡国際会議場

姿勢制御アプローチ 

講演会 PartⅡ

姿勢制御アプローチ 

講演会 PartⅡ
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